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大
野
が
光
れ
ば

　
　
　
　
　

日
本
が
光
る

　

基
調
講
演
で
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
日
本
語

学
校
理
事
長
の
金
美
齢
さ
ん
は
、

「
結
」
と
は
、
み
ん
な
が
集
ま
り

同
じ
方
向
に
向
い
て
頑
張
る
こ
と

と
話
し
、
越
前
お
お
の
を
全
国
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
市
民

一
人
一
人
の
努
力
が
必
要
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。

　

市
民
に
向
け
て
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
発
想
の
転
換
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
、
市
民
が
心
か
ら
大
野
を
愛

す
る
こ
と
が
出
発
点
で
、
自
分
た

ち
が
大
野
の
何
を
好
き
な
の
か
を

確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
市
民
の
頑
張
り
が
日

本
の
再
生
に
つ
な
が
る
こ
と
を
話

し
、「
大
野
市
が
光
る
と
福
井
県

が
光
る
。
そ
う
す
れ
ば
日
本
が
輝

く
。
そ
れ
が
日
本
の
再
生
に
な
っ

て
い
く
」
と
結
び
、
市
民
へ
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

金
さ
ん
は
、
来
市
を
機
に
本
市

に
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
を

さ
れ
ま
し
た
。

実
現
の
た
め
に

　

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

参
加
者
か
ら
テ
ー
マ
ご
と
に
結
の

故
郷
を
創
り
上
げ
て
い
く
た
め
の

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
野
の
現
状
は

・
高
速
交
通
体
系
が
こ
れ
か
ら
整

　

備
さ
れ
、
福
井
県
の
玄
関
口
に
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ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、
「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へ
お寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

地域資源にさらに磨

きをかける

６月５日は環境の日

/アライグマに注意

広がる交流の和

青少年健全育成推進

大会など

６月は食育月間など

化石発掘体験参加者

募集など

休日急患診療所を利

用しやすく

大野市史通史編（下）

発刊など

平成26年４月採用職

員募集など

高原でのんびり
　５月、六呂師高原で牛の
放牧が始まりました。
　牛たちが、高原の広い牧
草地で草を食べたり、寝そ
べったりしながらのんびり
過ごしています。

地
域
資
源
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る

～
「
結ゆ

い
の
故く

に郷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
～

　

４
月
14
日
、「
結
の
故
郷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
市
民
ら
は
、
基
調
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
越
前
お
お
の
総
ブ
ラ

ン
ド
化
と
全
国
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
今
、
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
ま
し
た
。
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な
る
地
理
的
な
条
件
を
備
え
て

　

い
る

・
人
と
人
と
の
深
い
つ
な
が
り
が

　

あ
る
地
域

・
地
場
産
業
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

　

産
業
が
な
く
な
っ
て
き
た

・
本
市
の
認
知
度
は
全
国
の
中
で

　

低
い

○
越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド

　

と
し
て
の
資
源
は
何
か

　
「
水
」、「
里
芋
」、「
で
っ
ち
羊
か

ん
」、「
半
夏
生
サ
バ
」、「
越
前
お

お
の
の
織
物
」、「
醤
油
カ
ツ
丼
」、

「
お
も
て
な
し
」な
ど

○
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る

と
は
何
か

・
情
報
を
広
く
、
世
界
に
も
発
信

　

し
て
い
く
こ
と

・「
結
の
故
郷
」と
し
て
誇
れ
る
ま

　

ち
を
つ
く
る
こ
と

・
人
と
人
と
の
形
だ
け
の
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
本
物

　

の
良
い
意
味
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
を
築
く
こ
と

○
越
前
お
お
の
総
ブ
ラ
ン
ド
化

の
た
め
に
大
切
な
こ
と

・「
私
が
主
役
」と
い
う
意
識
を
持

　

つ
こ
と

・
世
の
中
の
仕
組
み
や
シ
ス
テ
ム

　

を
新
し
い
価
値
観
で
見
つ
め
直

　

し
、
変
え
て
い
く「
イ
ノ
ベ
ー

　

シ
ョ
ン
」と
い
う
考
え
を
持
つ

　

こ
と

・
市
民
と
行
政
が
共
に
育
み
な
が

　

ら
創
っ
て
い
く「
共き

ょ
う
い
く育

」を
進

　

め
る
こ
と

・「
大
野
人
で
あ
る
自
信
」を
持
つ

　

こ
と

・
大
野
で
生
ま
れ
、
育
っ
て
、
生

　

活
を
し
て
い
る
と
い
う「
誇
り
を

　

持
つ
」こ
と

○
結
の
故
郷
を
創
り
あ
げ
て

い
く
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は

・「
大
野
は
私
で
、
私
が
大
野
な
ん

　

だ
」と
思
う
こ
と
。
自
分
が
一
番

　

大
野
の
ま
ち
を
知
っ
て
い
る
と

　

思
う
こ
と

・
若
い
人
の
パ
ワ
ー
や
女
性
の
パ

　

ワ
ー
も
必
要
だ
が
、
一
番
大
切

　

な
の
は
、
自
分
が
常
に
現
場
に

　

立
つ
こ
と

・
市
民
同
士
が
徹
底
的
に
語
り
合

　

い
、
覚
悟
を
決
め
、
ビ
ジ
ョ
ン

　

を
持
っ
て
挑
む
こ
と

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、

越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
が
多
く
の

人
に
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
ま

ち
に
対
し
て
誇
り
を
持
つ
と
同
時

に
、
地
域
が
一
体
と
な
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
確
認
し
ま
し
た
。

問　

行
政
戦
略
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
４
）
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世
界
で
環
境
を
考
え
る
日

　

１
９
７
２
年
６
月
５
日
か
ら

「
国
連
人
間
環
境
会
議
」が
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
の
提
案
で
、
国
連
は

こ
の
会
議
を
記
念
し
て
６
月
５

日
を「
世
界
環
境
デ
ー
」と
定
め

ま
し
た
。
日
本
で
は「
環
境
基
本

法
」で
、
こ
の
日
を「
環
境
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

地
球
を
汚
さ
な
い
で

×
不
法
投
棄
は
犯
罪

　

不
法
投
棄
、「
廃
棄
物
を
み
だ

り
に
捨
て
る
こ
と
」は
犯
罪
で

す
。
事
業
活
動
で
排
出
さ
れ
る

産
業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
、
日

常
生
活
か
ら
出
る
ご
み
を
ポ
イ

捨
て
す
る
こ
と
も
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
し
た
人
に
は
、
５

年
以
下
の
懲
役
か
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
早
期
の
発
見
や
通
報
が
必

要
で
す
。
不
法
投
棄
を
発
見
し

た
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
不
法
投
棄
１
１
０
番（
県
循
環

　

社
会
推
進
課
）

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
８
４
）

・
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
66
・
２
０
７
６
）

・
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
５
）

　

６
月
は
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る「
環
境
月
間
」

で
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
や
環
境
美
化
、
そ
し
て
環
境
保

全
の
た
め
、
少
し
ず
つ
で
も
日
常
生
活
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
行
動
し
ま
せ
ん
か
。

6月は
環境月間

　

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　昨年７月、堂嶋区の休耕田で、堂嶋区民、奥越ブロック廃棄物不法
処理防止連絡協議会のメンバーら約30人が不法投棄されたごみの撤去
作業を行いました。ごみの量は２㌧トラック６台分にもなりました。

　イトヨが住める環境に再整備された義景清水

4 2013.6　広報おおの



×
野
焼
き
も
犯
罪

　

野
外
焼
却
、「
野
焼
き
」も
犯

罪
で
す
。
ど
ん
ど
焼
き
や
宗
教

行
事
で
の
焼
却
、
適
正
な
焼
却

設
備
で
の
焼
却
以
外
の
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
し
た
人
に
は
、
５
年
以

下
の
懲
役
か
１
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
す
か
、
ご
み
焼
却
施
設

へ
持
ち
込
ん
で
適
正
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
禁
止
さ
れ
て
い
る
野
焼
き
の
例
〉

・
ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却

・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼
却
炉
で
の
焼
却

・
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

○
飼
い
犬
の
ふ
ん
は

　
　

清
掃
し
て
持
ち
帰
る

　

市
環
境
美
化
推
進
条
例
で
は
、

道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
や
他

人
の
土
地
な
ど
を
ペ
ッ
ト
が
ふ

ん
で
汚
し
た
場
合
、
飼
い
主
が
清

掃
し
、
ふ
ん
を
適
正
に
処
理
す

る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
次

の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
を
散
歩
に
連
れ
て
行
く
と

　

き
は
、
必
ず
ふ
ん
を
清
掃
す

　

る
道
具（
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

　

ス
コ
ッ
プ
な
ど
）を
携
帯
す
る

②
散
歩
中
に
犬
が
ふ
ん
を
し
た

　

と
き
は
、
必
ず
飼
い
主
が
清

　

掃
し
、
自
宅
で
処
分
す
る

③
飼
い
主
の
目
が
届
か
な
い
、
放

　

し
な
が
ら
の
散
歩
は
し
な
い

問　

市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
５
）

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
国
際

会
議
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

９
月
の「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

国
際
会
議
２
０
１
３
in
ふ
く
い
」

の
開
催
を
記
念
し
て
、
プ
レ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
15
日
土
午
後
１
時

　

30
分
～
４
時
30
分

会
場　

県
国
際
交
流
会
館（
福
井

　

市
宝
永
３
丁
目
）

内
容

　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
里
山
番
組
制
作
者

　
　

に
よ
る
講
演
会

　

・
福
井
の
里
山
保
全
に
つ
い

　
　

て
専
門
家
の
提
言
ほ
か

そ
の
他　

来
場
者
に
は「
コ
ウ
ノ

　

ト
リ
呼
び
戻
す
農
法
米
」を
プ

　

レ
ゼ
ン
ト
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

問　

県
環
境
政
策
課

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
３
６
２
）

アライグマに注意　～かわいくても危険な動物です～

　

　近年、ペットとして持ち込まれたアライグマが野生化し、県
内全ての市町で急速に数を増やしながら生息していると考えら
れています。アライグマは繁殖力が強く天敵がいないため増え
続け、生態系に悪影響を及ぼす恐れがあります。野生化したア
ライグマを見つけたら、捕まえようとせずに市役所に連絡して
ください。
アライグマは
　体長が 40㌢から 60㌢程度で、体重が４㌔
から10㌔程度のタヌキに似た動物です。しっ
ぽにある４本から７本の輪模様が特徴です。
※アライグマは許可なく飼うことも、放すこ
とも、生きたまま移動させることも法律で禁
止されています。
アライグマの害
１農作物被害　トウモロコシやスイカなどの農作物を食べます。オタマジャクシを食べに水田にも入り込　
　　みます
２生活環境被害　小さな隙間から家屋内部に入ります。板壁などに穴を開けたり、天井裏をふんや尿など　
　　で汚したりします。天井がふんや尿で腐って落ちることもあります
３感染症の媒介　アライグマ回虫症や狂犬病など、動物から人に感染する病気を媒介します
被害を防止するには
・放置された生ごみや農作物は、アライグマなどの餌になります。食べられないように処置しましょう
・アライグマの家屋への侵入が疑われる場合は、家屋の周辺を点検し、アライグマが生息していないか、確
認しましょう。侵入の跡があった場合は、音や光、殺虫剤などで追い出し、侵入口をふさぎましょう
アライグマを見つけたら
○絶対に触らない　○市役所に連絡する
問　農林整備課林政係（☎ 66・1111 内線 323）
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　市では、歴史的につながりのある市や町への訪問や、受け入れの支援を行い、交流人口の拡大を
進めています。
交流事業に助成金も
　市内の団体が友好交流を目的に、訪問や受け入れ交流事業を行う場合、助成金の交付対象になる
ことがあります。交流を行う前に相談してください。
問　秘書課秘書係（☎66・1111内線222）

広がる交流の和

姉妹都市（古河市）
　古河藩は、後の徳川幕府大老となる土井利勝が入封し、古河土井
家による統治が始まりました。大野藩は土井利勝の四男利房が入封
し、明治維新を迎えるまで大野土井家の統治が続きました。
　平成２年に「姉妹都市提携」と「災害時における相互応援協定」に調印。
平成17年に古河市、本市ともに市町村合併を行ったため、平成18年
に再度、提携を結びました。

友好交流市（岩倉市）
　愛知県岩倉市とは旧和泉村の縁で、平成19年に「友好に関する合意」
と「災害時における相互応援協定確認書」が結ばれました。
　岩倉市の五条川堤には約1400本の桜が植えられ「日本のさくら名所
百選」にも選ばれています。春には桜が咲き誇り、川の両岸から伸び
る様子はまるでアーチのようです。本市からは、岩倉桜まつりなど
に市民バスを運行し、交流を行っています。

越前美濃街道広域観光交流市（郡上市、美濃市、福井市）
　歴史上、越前国と美濃国を結ぶ街道は「越前街道」、「美濃街道」と
呼ばれ、両街道を通じて人や物の交流が盛んに行われてきました。
このことから、両街道にゆかりのある郡上市・美濃市・福井市と本
市で「越前美濃街道広域観光交流推進協議会」を設立し、市民相互の
交流や特産品の相互販売に取り組んでいます。

美濃市
【越前美濃街道広域観光交流市】

甲賀市（旧信楽町）
【ゆかりのあるまち】

古河市
【姉妹都市】

南あわじ市（旧南淡町）
【友好市町】

岩倉市
【友好交流市】

彦根市
【ゆかりのあるまち】

刈谷市
【ゆかりのあるまち】

高山市
【ゆかりのあるまち】

飛騨市（旧古川町）
【ゆかりのあるまち】

糸魚川市（旧能生町）
【友好市町】

郡上市
【越前美濃街道広域観光交流市】

新ひだか町（旧三石町）
【友好市町】

葛巻町
【友好市町】

6 2013.6　広報おおの



 

住
宅
・
土
地
統
計

　
　
　
　
　
調
査
員
募
集

　

10
月
１
日
を
基
準
日
に
、
全
国

一
斉
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

住
宅
と
世
帯
の
居
住
状
況
な
ど
の

実
態
を
把
握
す
る
調
査
で
、
５
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
を
実
施
す
る
た
め
の
調
査

員
を
募
集
し
ま
す
。

要
件　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

　

人
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

　

・
調
査
内
容
な
ど
の
秘
密
を
保

　
　

持
し
、
責
任
を
持
っ
て
仕
事

　
　

が
で
き
る
人

　

・
警
察
や
選
挙
・
税
務
の
仕
事

　
　

に
従
事
し
て
い
な
い
人

募
集
人
員　

50
人
程
度

調
査
期
間　

８
月
下
旬
～
10
月

　

中
旬

調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

・
８
月
下
旬　

説
明
会
、
調
査

　
　

用
品
の
受
け
取
り
・
確
認

　

・
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬　

配

　
　

布
世
帯
の
名
簿
と
地
図
の
作
成

　

・
９
月
下
旬
～
10
月
中
旬　

調

　
　

査
票
の
配
布
と
回
収

報
酬　

国
の
基
準
で
支
給

調
査
員
の
身
分　

調
査
期
間
中
は

　

非
常
勤
の
国
家
公
務
員

応
募
方
法　

調
査
員
登
録
希
望
票

　

か
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
情
報
広
報
課
に
持

　

参
か
郵
送
す
る
。

　
　

調
査
員
登
録
希
望
票
は
、
情

　

報
広
報
課
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
入
手
で
き
ま
す

募
集
期
間　

６
月
１
日
土
～
30
日

　

日（
当
日
消
印
有
効
）

問　

情
報
広
報
課
情
報
管
理
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
４
３
）

　

〒
９
１
２-

８
６
６
６（
住
所
は

　

書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

発
足
30
周
年
記
念

日時　６月９日日午前７時〜11時
内容
　○朝市お買い物券販売　
　　日ごろの利用に感謝し、お得なお買い物券を100組限
定で販売します
　　お買い物券　１組500円（100円券６枚つづり、当
　　日のみ有効）
　　販売方法　当日午前７時から会場受付で販売
　○米ふかしの実演と配布　
　　当日の朝市商品購入者に、昔懐かしい「米ふかし」を無
料配布します
　○七間朝市「出店無料体験」
　　朝市に出店してみたい、体験してみたい人を対象
に「出店無料体験」を実施します。体験を希望する人
は気軽に問い合わせてください
　　時間　午前７時〜11時
　　対象　県内在住者
　　販売品目　野菜・加工品・手作り雑貨など※加工
　　品の販売は営業許可を持つ人に限ります
　　申込締切　６月５日水
問　朝市出荷組合（☎69・9520）平日の午前中のみ
　　山田組合長（☎090・8265・5846）
　　農業農村振興課農業振興係（☎66・1111内線316）

　七間朝市を支えていただいている全ての人に、感謝の
気持ちを伝えるイベントを開催します。

七間朝市～みんな感謝の日曜日～
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「
食
」を
考
え
よ
う

項　　　　　目 状況
（24年度）

目標値
（28年度）

「食育」に関する教室への延べ参加者数 4311人 5800人

朝食をほとんど食べない小中学生の割合（平日） ２㌫
（11月調査） ０㌫

学校給食の食材の総使用量（重量）に占める地
場産食材の使用量の割合

44㌫
（11月調査） 35㌫

行政などが実施する地元食材を使用した料理や
地元に伝わる料理についての料理教室の開催数 17回 30回

１人が１日に出すごみの平均排出量 884㌘ 826㌘

農業体験活動を実施する小学校数 全小学校 全小学校

エコファーマーの認定経営体数 2071経営体 全経営体

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た「
越
前
お

お
の
食
育
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、
各
種
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
平
成
24
年
度
の
取
り
組
み
状
況
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

農
業
農
村
振
興
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
１
）

美術展の日程　８月28日水～９月１日日
場所　まちなか交流センター
○応募資格　県内在住の高校生以上
○出品点数　１部門２点まで
○出品料　 一般・大学生1000円　高校生500円（１点につき）
○作品搬入　８月24日土正午～午後５時
○作品搬出　９月１日日午後４時～５時
○表　彰　市長賞、市議会議長賞、教育委員会賞ほか
○その他　詳しくは募集要項で確認してください。要項は市役
　　所、文化会館、図書館、各公民館にあります
問　文化課文化係　（☎66・5410）

大野市美術展の作品募集 第１部門：洋画　　　第４部門：書道
第２部門：日本画　　第５部門：写真
第３部門：彫刻・工芸　

■部門第34回

市議会本会議を傍聴しませんか

本会議日程 審議などの内容
６月３日月  議案上程、提案理由説明

10日月  一般質問

11日火  一般質問、請願・陳情上程

20日木  各委員長報告、質疑・討論・採決

６
月
は

食
育
月
間

６
月
は

食
育
月
間

６
月
は

食
育
月
間

　第384回市議会定例会が、６月３日から20日ま
での18日間、開催されます。このうち本会議が開
催されるのは４日間です。
　本会議は、誰でも傍聴できますので、気軽に来
庁ください。
※傍聴を希望する人は、当日、議場に入る前に受
け付けが必要です。本会議の開催時間など詳しく
は、問い合わせてください。
問　市議会事務局（☎66・1111内線253）

あっ宝んどからのお知らせ
○プール施設の休業
　プール施設の定期点検と清掃のため、次の期間プー
ル施設を休業します。
期間　６月10日月～ 12日水
その他　プール以外の施設は通常通り営業

○お楽しみ演芸会出演者募集
　毎月開催している「お楽しみ演芸会」に出演できる
個人や団体を募集しています。
　歌、民謡、踊り、楽器演奏、落語など日ごろの練習
の成果を発表する場として無料で会場を提供します。
問　あっ宝んど（☎66・7900）
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和
泉
地
区
内
の
化
石
採
掘

現
場
で
、
発
掘
体
験
が
で
き

ま
す
。

日
時　

６
月
22
日
土
午
前
９
時
30

　

分
～
正
午

集
合
場
所　

和
泉
支
所

定
員　

20
人
（
先
着
、
小
学
３
年

　

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
保
護

　

者
は
定
員
に
含
ま
な
い
）

参
加
料　

２
０
０
円

持
ち
物　

軍
手
、
帽
子
、
長
靴
、

　

飲
み
物
、
雨
具
※
ハ
ン
マ
ー
、

　

ゴ
ー
グ
ル
は
貸
し
出
し

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

締
切　

６
月
17
日
月

今
後
の
開
催
予
定　

７
月
13
日
、

　

27
日
、
８
月
３
日
、
10
日
、
９

　

月
28
日
の
土

そ
の
他　

小
雨
決
行
。
荒
天
の
場

　

合
は
、
室
内
で
別
の
体
験
活
動

　

を
実
施

問　

和
泉
支
所
住
民
振
興
課

　
（
☎
78
・
２
１
１
１
）

　おなじみの「消防フェア」が、「消防
ふれあい広場」に生まれ変わりました。
日時　６月１日土午前９時～午後３時
場所　消防本部、消防訓練所
内容　はしご車搭乗体験、　ペーパーク
　ラフトなど
問　消防署（☎ 66・0119）

消防ふれあい広場開催

化
石
発
掘
体
験
参
加
者
募
集

フランクFULL（ふる）里芋
（里芋ソーセージ）製造業者募集

　越前おおの農林樂舎では、サトイモの頭芋を使った商品を開
発しました。ソーセージと頭芋から新しい商品を製造する業者
を募集します。
商品名　フランクFULL里芋
応募条件　 ▽市内に事業所があること ▽食肉製品製造業の許可
があること ▽食品衛生管理者がいること ▽ソーセージ製造の
ノウハウを持っていること
締切　６月14日金午後５時
応募方法　農林樂舎にある申込書に必要事項を記入し、持参か
　郵送する
問　越前おおの農林樂舎　（☎66・1141）
　　〒912-0082　大野市大和町３-７
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工
事
の
概
要

○
１
階
を
全
て

　
　
　
　

診
療
区
域
と
し
て
整
備

　

・
待
合
ホ
ー
ル
の
拡
大

　

・
感
染
症
専
用
の
診
療
区
域

　
　

を
設
置

○
救
急
医
療
を
充
実

　

・
患
者
を
救
急
搬
入
口
か
ら
救

　
　

急
処
置
室
へ
直
接
搬
入
で
き

　
　

る
よ
う
整
備

○
災
害
時
の
救
護
活
動

　

・
大
規
模
災
害
時
に
救
護
ゾ
ー

　
　

ン
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

　
　

敷
地
を
整
備

○
そ
の
他

　

・
医
師
宿
直
室
な
ど
の
整
備

　

・
放
射
線
撮
影
装
置
な
ど
の

　
　

整
備

診
療
科
目

・
土
曜
日　

内
科
、
外
科
（
小
児

　

科
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
日
曜
日
と
祝
日　

内
科
、
外
科
、

　

小
児
科

診
療
時
間

・
土
曜
日　

午
後
１
時
～
９
時

・
日
曜
日
と
祝
日　

午
前
９
時
～

　

正
午
、
午
後
１
時
～
９
時

※
土
曜
日
の
午
後
９
時
か
ら
日
曜

日
の
午
前
９
時
ま
で
は
、
医
師
と

看
護
師
が
待
機
し
て
対
応
し
ま

す
。
急
患
の
場
合
は
、
電
話
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

受
診
す
る
と
き
の
持
ち
物

　

健
康
保
険
証
、
各
種
受
給
者

証
、
服
用
中
の
薬
が
あ
る
場
合
、

お
薬
手
帳
か
薬
剤
情
報
提
供
書
、

診
療
費

そ
の
他

　

診
療
所
で
は
、
一
次
救
急
処

置
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

診
療
所
医
師
の
指
示
に
従
い
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い

問　

休
日
急
患
診
療
所

　
（
☎
65
・
８
９
９
９
）

　

休
日
急
患
診
療
所
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
建
物
の

改
修
工
事
と
駐
車
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
は
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
平
日
に
行
い
、
診
療
日
に

は
行
い
ま
せ
ん
。

待合ホール 回復室 Ｘ線室
待合ロビー

事務室

受
付

薬局内科 小児科

通常診療区域
出入口

救急
処置室

外科感染症
診察

専用受付

感染症
診察室１

感染症
診察室２

感染症診療区域
専用出入口

エレ
ベーター

　児童手当を受給するためには、毎年６月に現況届を提出する
必要があります。提出しないと６月以降の手当を受給できなく
なります。
提出日時　６月26日水午前８時30分～午後８時、27日木午前
　８時30分～午後７時
提出場所　結とぴあ（有終会館）、和泉支所（和泉支所は午後
　５時15分まで）
対象者　０歳から中学校終了前の子どもを養育している人（公
　務員を除く）
提出書類　・市から後日郵送される現況届　・保護者名義の健
　康保険証のコピー　・印鑑　・振込口座の分かるもの（口座
　を変更する人のみ）　・別居監護申立書と別居している児童の
　世帯全員の住民票（市外に住んでいる児童がいる場合）　・平
　成25年度所得・課税証明書（平成25年１月２日以降に本市
に転入した人）
問　福祉こども課こども家庭係　（☎66・6631内線143）

「児童手当」現況届が必要です

休日急患診療所を
利用しやすく

救急搬入口

N

改修後の休日急患診療所
１階（診療区域）
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大
野
市
史
第
14
巻
通
史
編（
下
）

近
代
・
現
代
を
発
刊
し
ま
す
。

　

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
か
ら
現

在
ま
で
の
約
１
４
０
年
間
の
大
野

の
歴
史
を
詳
し
く
、
分
か
り
や
す

く
記
載
し
て
い
ま
す
。

仕
様　

Ａ
５
版
、
１
０
３
０
㌻
、

　

全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

発
刊
部
数　

２
０
０
０
部

価
格　

１
冊
３
５
０
０
円
（
送
料

　

４
５
０
円
）

販
売
場
所　

市
史
編
さ
ん
室
（
図

　

書
館
２
階
）
で
、
火
か
ら
金
の

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

　

で
。
土
、日
は
図
書
館
で
販
売
。

　

郵
便
に
よ
る
購
入
は
問
い
合
わ

　

せ
て
く
だ
さ
い

販
売
開
始　

６
月
11
日
火

そ
の
他　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、

　

家
に
伝
わ
る
古
文
書
や
記
録
な

　

ど
の
解
読
や
保
存
方
法
に
つ
い

　

て
も
、
個
人
情
報
を
厳
守
し
て

　

対
応
し
て
い
ま
す

問　

市
史
編
さ
ん
室

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
７
５
）

　

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
な

ど
の
学
生
や
、
卒
業
後
３
年
以
内
の
人
の
就
職

活
動
を
応
援
す
る
専
門
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
す
。

無
料
で
登
録

　

窓
口
で
登
録（
無
料
、予
約
不
要
）す
る
と
、

求
人
検
索
用
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
自
由
に
利

用
で
き
ま
す
。

支
援
メ
ニ
ュ
ー
（
無
料
）

▽
専
門
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
や
企
業
見

学
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
▽
就
活
の
悩
み
ご
と
は

臨
床
心
理
士
が
対
応
▽
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
・
履
歴
書
の
添
削
や
模
擬
面
接
▽
就
職
説

明
会
な
ど

所
在
地　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
井（
福
井
市
開
発
）

　

福
井
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
福
井
市
西
木
田
）

問　

福
井
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
（
☎
０
７
７
６
・
52
・
８
１
７
０
）

既刊市史
刊行名 価格

第１巻　社寺文書編 在庫無し
第２巻　諸家文書編一 8000円
第３巻　諸家文書編二 8000円
第４巻　藩政資料編一 8000円
第５巻　藩政資料編二 8000円
第６巻　史料総括編 7000円
第７巻　図録文化財編 6500円
第８巻　地区編 8000円
第９巻　用留編 8000円
第10巻　新聞資料編 8000円
第11巻　自然編 7000円
第12巻　方言編 5000円
第13巻　民俗編 2500円
第14巻　通史編下 3500円
第15巻　通史編上 発刊準備中
和泉村史 6000円

過疎地域自立促進計画を推進
　市過疎地域自立促進計画に沿って平成24年度に実施した主な事業をお知らせします。
　この計画は、和泉地区の振興を図るため、過疎地域自立促進特別措置法に基づき、計画期間を平成22年度
から平成27年度までとして市が策定しました。
【主な実施事業】
○九頭竜温泉「平成の湯」再整備の実施設計★
○林道奥越線の改良　○和泉診療所の医師確保★
○和泉診療所歯科ユニットの更新★
○市営バス（和泉３線）の運行　○宮ノ谷川の水路整備
○和泉簡易水道施設の改良　○消防団施設の整備
○ロータリー除雪車（１台）の更新
　★の事業は、過疎対策事業債を利用しています。過
疎対策事業債は、計画を策定した自治体が利用できる
有利な借入金です。

問　行政戦略課行政戦略係（☎66・1111内線432）

新
卒
者
の
就
活
を
応
援

福
井
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

期
日　

９
月
21
日
土

会
場　

坂
井
市
・
あ
わ
ら
市

参
加
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン

ク
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
ふ
れ
あ

い
ダ
ン
ス
、
弓
道
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
、
囲
碁
、

将
棋

締
切　

７
月
５
日
金

問　

健
康
長
寿
課
長
寿
係

　
（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
３
３
）

ふ
く
い
健
康
長
寿
祭

　
２
０
１
３
参
加
者
募
集

大
野
市
史
通
史
編（
下
）発
刊
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前
期
日
程

採
用
予
定
人
員

○
事
務　

３
人
程
度

○
社
会
福
祉
士　

１
人
程
度

試
験
日
時
・
会
場

【
一
次
】７
月
28
日
日
午
前
９
時

　

～
午
後
３
時
・
結
と
ぴ
あ（
有

　

終
会
館
）

【
二
次
】８
月
30
日
金（
詳
細
は
一

　

次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

試
験
内
容
　

【
一
次
】▼
事
務　

教
養
試
験（
大

　

学
卒
業
程
度
の
問
題
、
卒
業
資

　

格
不
要
）▼
社
会
福
祉
士　

教

　

養
試
験（
短
大
卒
業
程
度
の
問

　

題
、
卒
業
資
格
不
要
）▼
共
通

　

作
文
試
験
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

　

診
断
、
事
務
適
性
検
査

【
二
次
】口
述
試
験

受
験
資
格

○
事
務　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か

　

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
の

　

間
に
生
ま
れ
た
人

○
社
会
福
祉
士　

昭
和
53
年
４
月

　

２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日

　

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
、

　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し

　

て
い
る
か
平
成
26
年
３
月
31
日

　

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

申
込
受
付　

６
月
３
日
月
～
28
日

　

金（
当
日
消
印
有
効
）

後
期
日
程

採
用
予
定
人
員

○
事
務　

２
人
程
度（
う
ち
身
体

　

障
害
者
対
象
１
人
程
度
）

○
消
防
職　

１
人
程
度

試
験
日
時
・
会
場

【
一
次
】９
月
22
日
日
午
前
９
時

　

～
午
後
３
時（
消
防
職
は
午
後

　

５
時
）・結
と
ぴ
あ（
有
終
会
館
）、

　

消
防
本
部

【
二
次
】11
月
２
日
土（
詳
細
は
一

　

次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

試
験
内
容

【
一
次
】▼
事
務　

事
務
適
性
検

　

査　

▼
消
防
職　

基
礎
運
動
機

　

能
検
査
▼
共
通　

教
養
試
験

　
（
高
校
卒
業
程
度
の
問
題
、
卒

　

業
資
格
不
要
）、
作
文
試
験
、

　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
診
断

【
二
次
】口
述
試
験

受
験
資
格
　

○
事
務　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か

　

ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
の

　

間
に
生
ま
れ
た
人（
前
期
日
程

　

申
込
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

　

※
身
体
障
害
者
対
象
の
区
分
の

　

受
験
希
望
者
は
、
さ
ら
に
次
の

　

全
て
の
要
件
が
必
要
▽
身
体
障

　

害
者
福
祉
法
第
15
条
に
定
め
る

　

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
▽

　

活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対

　

応
で
き
る
▽
介
助
者
無
し
で
受

　

験
や
通
勤
、
職
務
遂
行
が
で
き
る

○
消
防
職　

日
本
国
籍
を
持
つ
昭

　

和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８

　

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

　

れ
た
人
で
、
身
体
の
要
件
を
満

　

た
す
人

申
込
受
付　

８
月
１
日
木
～
26
日

　

月（
当
日
消
印
有
効
）

前
期
・
後
期
共
通
事
項

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

　

を
明
記
し
、
写
真
を
貼
付
し
て

　

持
参
か
書
留
郵
便
で
送
付

　

※
書
留
郵
便
に
よ
る
申
し
込
み

　

は
、
各
締
切
日
３
日
前
か
ら
は

　

速
達
書
留
で
送
付

申
込
書
の
請
求
方
法　

直
接
ま
た

　

は
郵
便
で
請
求
。
郵
便
の
場
合

　

は
、
封
筒
の
表
に「
一
般
職（
事

　

務
）試
験
申
込
書
請
求
」ま
た
は

　
「
一
般
職（
社
会
福
祉
士
）試
験

　

申
込
書
請
求
」、「
消
防
職
試
験

　

申
込
書
請
求
」の
請
求
区
分
と

　
「
前
期
日
程
」と「
後
期
日
程
」の

　

別
を
朱
書
き
し
、
送
付
先
の
郵

　

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

　

番
号
と
請
求
区
分
な
ど
を
明
記

　

し
た
紙
と
１
２
０
円
分
の
切
手

　

を
添
え
て
請
求
。

　
　

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

そ
の
他　

申
込
書
と
同
時
に
交
付

　

す
る「
試
験
要
項
」で
、
必
ず
詳

　

細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
と
申
込
先

　

事
務
・
社
会
福
祉
士　

総
務
課

　

職
員
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
１
）

　

〒
９
１
２-

８
６
６
６（
住
所

　

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

　

消
防
職　

消
防
本
部
総
務
課

　
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

　

〒
９
１
２-

０
０
８
４

　

大
野
市
天
神
町
７-

14

平
成
26
年
４
月
採
用
職
員
募
集

売
却
し
ま
す

　
市
有
地
の
宅
地
１
件

　
市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
（
期

間
入
札
）の
方
法
で
売
却
し
ま
す
。

参
加
要
領
配
布
と
申
込
受
付

　
入
札
参
加
要
領
を
財
政
課
で
配

布
し
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
６
月
10
日
月
か
ら
18
日
火
ま
で

は
入
札
に
つ
い
て
の
質
問
を
、
19

日
水
か
ら
28
日
金
ま
で
は
入
札
参

加
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

入
札
実
施
と
落
札
者
の
決
定

　
７
月
11
日
木
か
ら
19
日
金
ま
で

の
期
間
に
、
郵
便
か
持
参
に
よ
る

入
札
を
実
施
し
、
落
札
者
を
決
定

し
ま
す

※

市
役
所
で
の
受
付
時
間
は
全
て
、

　
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

　
分
〜
午
後
５
時
15
分

対
象
と
な
る
物
件

・
場
所
　
大
野
市
東
中
野
二
丁
目

　
８
０
１
番

・
地
目
　
宅
地

・
実
測
面
積
　
４
９
２
・
87
平
方

　
メ
ー
ト
ル

・
用
途
地
域
　
準
工
業
地
域

・
最
低
売
却
価
格
　
８
６
０
万
円

・
引
き
渡
し
　
現
状
の
状
態

問
　
財
政
課
管
財
係

　（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
３
５
）

　
〒
９
１
２-

８
６
６
６
（
住
所

　
は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

157

東中野
1丁目

↑
至
勝
山
市

県奥越
土木事務所

東中野二丁目の
宅地
　北側は幅員約10
㍍の市道、東側は
約10㍍の国道に面
している。隅切り
がある。敷地内に
高圧線下地があり、
利用上の制限があ
る。
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情
報
公
開
条
例
で
は
、
平
成
10

年
４
月
１
日
以
降
に
市
が
作
成
、

取
得
し
た
文
書
に
つ
い
て
、
公
開

請
求
で
き
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
前
の
文
書
に
つ

い
て
は
、
市
が
努
め
て
同
じ
よ
う

に
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
前
者
を
公
開
請
求
、
後
者
を

公
開
申
出
（
市
外
か
ら
の
請
求
を

含
む
）
と
区
別
し
て
集
計
し
て
い

ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
条
例
で
は
、
市

が
保
有
す
る
自
己
を
本
人
と
す
る

保
有
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成

24
年
度
の
開
示
請
求
は
３
件
あ
り

ま
し
た
。

問　

総
務
課
自
治
振
興
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
）

男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
募
集

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
大
野
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施

策
の
推
進
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

会
議
は
、
平
日
の
夜
間（
通
常

午
後
７
時
）に
開
催
予
定
で
す
。

募
集
人
員　

２
人

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以

　

上
の
人
で
、
市
の
ほ
か
の
審
議

　

会
な
ど
の
委
員
で
な
い
こ
と

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

報
酬　

５
０
０
０
円（
会
議
１
回

　

に
つ
き
）

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、持
参
か
郵
送
、フ
ァ

　

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込

　

む
。
申
込
書
は
、
総
務
課
自
治

　

振
興
室
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
入
手
で
き
ま
す

締
切　

６
月
25
日
火（
当
日
消
印
有
効
）

問　

総
務
課
自
治
振
興
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
65
・
８
３
７
１
）

　

〒
９
１
２-

８
６
６
６（
住
所
は

　

書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

　

電
子
メ
ー
ル　

jichi@
city.

　
　

fukui-ono.lg.jp

　市では、今年度のくらしのアドバイザー３人と消費生活モニター15人を委嘱しました。くらしのアドバイザー
は、消費生活の専門的な知識があり、市民からの相談に対してアドバイスを行います。消費生活モニターは、悪
質な訪問販売などを通報・監視します。
くらしのアドバイザー（敬称略）　
　長谷川佳子、北山よし子、山腰英子
消費生活モニター（敬称略）
　大野地区　江端修子、上田洋子
　下庄地区　島田登茂子、田中井昇
　乾側地区　小林すみ子、南部眞澄
　小山地区　吉田英昭、印牧則夫
　上庄地区　山田繁美、森岡重一
　富田地区　泉博子、奥村直子
　阪谷地区　山本早苗、竹林慶子
　和泉地区　木下佳子
問　消費者相談センター
　（市民生活課市民くらし係内）
　（☎66・1111内線291）

情
報
公
開
・
個
人
情
報
開
示

　
24
年
度
実
施
状
況

　
平
成
24
年
度
中
に「
大
野
市
情
報
公
開
条
例
」に
基
づ
く

公
文
書
の
公
開
請
求
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ

の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成24年度情報公開実施状況

区分 受付件数
決定件数

不存在 取り下げ
公開 非公開

公開請求 17件 14（10）件 １件 １件 １件

公開申出 13件 12（11）件 ０件 １件 ０件

計 30件 26（21）件 １件 ２件 １件
※公開のカッコ内の数字は、一部公開の数（内数）を示しています。
※受付件数の実施機関別内訳は、市長部局26件、教育委員会部局４件でした。

くらしのアドバイザー・消費生活モニターを委嘱
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